
　

「
こ
の
保
育

園
を
卒
園
し
た

娘
が
、
小
学
校

が
楽
し
い
と
言

っ
て
い
ま
す
。」

弟
た
ち
が
在
園

中
の
お
父
さ
ん

が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
お
父

さ
ん
の
話
は
続
き
ま
す
。「
こ

の
保
育
園
で
思
う
存
分
や
り

た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら

っ
た
お
か
げ
で
、
今
、
小
学

校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
な
授

業
を
楽
し
め
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
全
部
が
新
し
い

か
ら
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の

保
育
が
本
当
に
良
か
っ
た
ん

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
そ

の
言
葉
の
一
言
一
言
が
、
本

当
に
嬉
し
い
贈
り
物
で
あ

り
、
新
し
い
発
見
で
し
た
。

▼
英
語
や
勉
強
な
ど
、
小
学

校
の
『
練
習
』
を
求
め
て
し

ま
い
が
ち
な
幼
児
期
で
す

が
、「
今
」を
１
０
０
％
で
生

き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

や
り
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん

や
っ
て
こ
そ
瞳
が
輝
き
続
け

る
の
だ
と
、
お
父
さ
ん
の
言

葉
が
立
証
し
て
く
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。
▼
初
め
て
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
保
育
に
触
れ
た
時
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い

る
「
今
の
と
き
を
歓
び
を
も

っ
て
生
き
る
」
と
い
う
言
葉

が
心
に
ス
ッ
と
染
み
渡
っ
た

の
を
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚

え
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
２０

年
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
中
で
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
の
方
々
、
そ
し
て
ス
タ

ッ
フ
に
育
て
て
い
た
だ
き
現

在
の
私
が
あ
り
ま
す
。今
で

は
、こ
の
『
今
の
と
き
を
歓

び
を
も
っ
て
生
き
る
』
は
私

の
人
生
の
指
針
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
オ
リ
ー
ブ
保
育
園

　

園
長　

矢
野
久
美
）

　

皆
さ
ん
が
求
め
る
将
来
の
世
界
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
で

し
ょ
う
か
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
世
界
１
２
０
の
国
と
地
域
で
、
キ
リ
ス
ト

教
の
「
愛
と
奉
仕
の
精
神
」
に
基
づ
き
、
公
正
で
平
和
な

世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
が
募
金
で
す
。
国
際
協
力
募
金
は
、

す
べ
て
の
人
が
平
和
に
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
や
、
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て

日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
や
紛
争
な

ど
の
緊
急
時
に
は
、
人
々
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
の
緊

急
支
援
募
金
も
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
募
金
は
必
要
と
す

る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
送
ら
れ
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
活
用
さ

れ
ま
す
。
国
を
越
え
て
連
携
し
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
仲

間
た
ち
を
支
援
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
共
に
取
り
組
む

の
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
国
際
協
力
の
特
徴
で
す
。

　

最
近
の
募
金
活
用
事
例
よ
り
世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
協
力

し
て
進
め
る
国
際
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　２０２３年８月にハワイ・マウイ島で大規模な山火事が発生。被災
者支援活動を展開するマウイ・ファミリーＹＭＣＡに送金しました。

緊急支援募金
（ハワイ・マウイ島 山火事 ）

マウイ・ファミリーＹＭＣＡの被災者支援活動

・�シャワー、インターネット、安全な空間やサポー
トプログラムを無料で提供
・�チャイルドケア専門の団体と連携し、子どもたち
の教育と安心安全な保育環境を提供
・�継続的な復興支援のためのプログラムスペースと
して「西マウイＹＭＣＡリソースセンター」の開
設を準備中。２０２４年中のオープンを目指す

ホ
ノ
ル
ル
を
訪
れ
た
際
、
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｓ

生
徒
会
か
ら
の
支
援
募
金
を
ホ
ノ
ル

ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
総
主
事
に
託
す
松
本

数
実
国
際
・
総
合
教
育
事
業
統
括

東京ＹＭＣＡは３０年以上にわたり、パートナーシップを結ぶ
バングラデシュＹＭＣＡのプロジェクトを支援しています。

国際協力募金
（バングラデシュＹＭＣＡ支援）

２０２３年度の東京ＹＭＣＡからの支援総額３,２７６,９５８円

内
訳

１．ＮＦＰＥスクール（７校） １,３５４,１６４円
２．ワークショップ「エチケットとマナー」 ５８２,７８６円
３．ワークショップ「メンタルヘルスとウェルビーイング」 ５８２,７８６円
４．ユースキャンプ ７５７,２２２円

＊２０２３年6月時点

◆ＮＦＰＥスクール支援
【NFPE（＝Non Formal Primary Education）スクールとは】
　貧困などで学校に通えない子どもたちに、初等教育と道徳
・宗教・文化教育を行う３年間の非公式の学校で、６歳前後
の生徒が７校で約２２０人通っている。教師は女性１人。毎月
の保護者会で教育の重要性を話し合うなど、親の「子どもを
学校に通わせる」意識も高める。卒業生の中には、公立学校
に転入して勉強を続け、大学に進学する人もいる。
　東京ＹＭＣＡは７校の運営費用を全面的に支援している。 ＮＦＰＥスクールの授業の様子

【ＹＭＣＡから配布される教育資材】
教科書、鉛筆、ペン、消しゴム、ノート、制服

ベンガル語（単語や詩の暗記、日記など）
初等算数（簡単な足し算と引き算、お金など）
英語（単語、発音、歌、書き取りなど）
初等科学（健康管理、人間の生命、自然資源など）
初等社会科学（国、食物や水の必要性、交通ルールなど）
アート（家、木、村などのスケッチ、色の識別など）

【教科（主な学習内容）】

◆人材育成支援
【ワークショップ「エチケットとマナー」】
●参加者：各ＹＭＣＡのユースとシニア66人
　　　　　（男性４３人、女性２３人）
　地域のリーダー育成
のため、ＹＭＣＡに関
わる若者とシニアが共
にエチケットとマナー
を学んだ。他者との関
係構築やより良い就職
の支援につながり、世
界に出て未来を担う若者のサポートにもなった。

【ワークショップ「メンタルヘルスとウェルビーイング」】
●参加者：各ＹＭＣＡのユース8０人
　　　　　（男性61人、女性1９人）
　コロナ禍後のメンタルヘルス問題が増加する中、
家族やコミュニティーとの健全な関係を取り戻し強
く生きるため、持続的なウェルビーイングについて
学び、それを維持するための瞑想を体験した。

　バングラデシュの子どもたちの教育支援や、アジアの
子どもたちの支援を目的とした国際協力募金活動です。
　一緒に活動してくださる方を募集します。

お申込みは
こちら

街頭募金の
詳細はこちら

東京YMCA東京YMCA
国際協力一斉街頭募金国際協力一斉街頭募金

※�短時間の参加も歓迎

２０２4年１１月２日（土）１２～１６時
ＪＲ新宿駅周辺にて（小雨決行）

東京ＹＭＣＡからの送金額５９７,８９０円（２０２４年２月）
＊�他、東京ＹＭＣＡインターナショナルスクール生徒会より420ドル

共
に
未
来
を
つ
く
る

共
に
未
来
を
つ
く
る

た
め
の
募
金

た
め
の
募
金

毎月10日発行　第816号（通巻1320号）
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〒169−0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18
　　　日本キリスト教会館6階
Tel	 03−6302−1960
URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
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発行人　菅谷	 淳

みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命
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「
～
誰
か
の
た
め
に
、
ま

ず
私
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
～

心
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く

し
、
思
い
を
尽
く
し
、
力
を

尽
く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で

あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
」（
マ

ル
コ
に
よ
る
福
音
書
１２
章
３０

節
）

　

８
月
の
あ
る
日
、
私
が
２０

年
間
思
い
描
い
て
い
た
光
景

が
「
キ
ャ
ナ
ル
地
域
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
で
実
現
し
ま
し
た
。

壁
の
な
い
１
つ
の
空
間
に
、

０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
８０
歳

代
の
方
ま
で
、
外
国
籍
の
方

（
ト
ル
コ
／
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
の
親
子
）
も
含
め
た
１８
人

が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
居

場
所
」
と
し
て
、
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
遊
び
や

「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
小

学
生
の
夏
休
み
宿
題
サ
ポ
ー

ト
」
へ
参
加
し
、
大
人
は
近

隣
の
情
報
交
換
や
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
に
つ
い
て
の
お
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。
９０
分
と
い

う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
お

帰
り
の
際
に
は
「
楽
し
か
っ

た
で
す
」「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
し
た
」「
ま
た
明
日

も
来
た
い
」
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
、
２
０
０
４

年
に
東
雲
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
講
師
と
し
て
当
時
の

東
雲
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
で
１
人
の
生

徒
の
レ
ッ
ス
ン
か
ら

始
ま
り
、
数
年
後
に

は
約
１
２
０
人
が
通

う
活
気
に
満
ち
た
こ

の
場
所
が
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
生
徒
や
保
護
者

と
接
す
る
な
か
で

「
誰
も
が
ぷ
ら
っ
と

立
ち
寄
れ
る
〝
居
場

所
〟
と
し
て
、
こ
の

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
で

き
な
い
か
？
」
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
０

２
２
年
度
か
ら
「
Ｔ

ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
し
の

の
め
」
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
」
は
私
の
大
好

き
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
言
葉

で
「
家
」
を
意
味
し
、「
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
の
家
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

月
「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
ｄ
ｅ 

ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
」
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
名
で
、
日
本
国
内
外
の

地
域
や
国
に
つ
い
て
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
映
像
や
ト
ー

ク
に
よ
り
「
旅
行
し
た
気
分

に
な
れ
る
６０
分
」
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。「
子
育
て
に

追
わ
れ
旅
行
は
無
理
」
と
思

わ
れ
て
い
た
若
い
お
母
さ
ん

た
ち
、「
コ
ロ
ナ
禍
や
年
齢

を
重
ね
、旅
を
諦
め
て
い
た
」

と
仰
っ
て
い
た
シ
ニ
ア
の
方

々
で
し
た
が
、「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ

カ
フ
ェ
」
で
得
た
情
報
を
基

に
、
北
海
道
、
沖
縄
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
な
ど
へ
旅
行
さ
れ

た
と
聞
き
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
カ
フ
ェ
の
参
加
者

が
海
外
の
経
験
を
話
さ
れ
た

り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
日
本
語
教

師
を
さ
れ
て
い
た
方
が
宿
題

サ
ポ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
さ
れ
た
り
、「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ

カ
フ
ェ
し
の
の
め
」
を
通
し

て
さ
ら
な
る
活
動
も
生
ま
れ

て
き
た
の
で
す
。

　

「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
し
の

の
め
」
が
東
雲
地
域
の
ホ
ッ

と
で
き
る
居
場
所
と
し
て

「
新
し
い
出
会
い
」
や
「
生

き
が
い
」
を
見
つ
け
「
個
々

が
つ
な
が
っ
て
い
く
場
所
」、

そ
し
て
「
個
々
の
思
い
を
発

揮
し
活
躍
で
き
る
場
所
」
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
４
月
よ
り
、「
キ
ャ
ナ
ル
地
域
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
し
の
の
め
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
の
夏
か
ら
始
ま
っ
た

キ
ャ
ナ
ル
コ
ー
ト
保
育
園
の
子
育
て
支
援
を
引
き
継
ぐ

形
で
、
保
育
園
に
隣
接
す
る
東
雲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
①
保
育
園
を
中
心
と
し
た
地
域
を
一

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
捉
え
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
、
家
庭
で
も
職
場
で
も
な
い
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
②
情
報
交
換
や
親
睦
を
通
じ
て
参
加

者
が
「
し
た
い
何
か
」
を
見
つ
け
、
参
加
者
自
身
が
主

体
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
輝

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
し
の
の
め
」
は
、
子
ど
も
を
中

心
に
多
世
代
多
様
な
人
々
が
交
流
し
共
に
成
長
す
る

場
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
子
育
て
へ
の
興
味
や
関

心
を
高
め
る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
す
べ
て
の
人
の
安
心
と
希
望
を
支
え
る
カ
フ

ェ
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
キ
ャ
ナ
ル
コ
ー
ト
保
育
園　

矢
吹
明
子
）

キ
ャ
ナ
ル
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
し
の
の
め
」

「
Ｔ
ａ
ｌ
ｏ
カ
フ
ェ
し
の
の
め
」へ
の
思
い

キ
ャ
ナ
ル
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
非
常
勤
　
安
達
園
子

学生主体のＳＤＧｓ推進 東京ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校　校長　小畑貴裕

お茶を飲みながら、近隣地域の情報や
外国のことで話が弾む

外国にルーツを持つ小学生の夏休みの
宿題をサポートするカフェ参加者

　私たちは現在、平和、飢餓、環境や気候変動などの深刻な課題に直面しており、今すぐに行動を起こ
さなければ子どもたちに豊かで可能性のある未来を残せなくなる危機にあります。
　東京ＹＭＣＡは、「誰一人取り残さない」持続可能で包摂的な社会の実現を目指すＳＤＧｓ（１７の開
発目標）の達成に向けて、小さな取り組みから始め、活動を広げています。
　今回は、東京ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校の取り組みをご紹介します。

※１　ＥＳＧ経営とは、「Environment（環境）」「Social（社会）」
「Governance（企業統治）」を考慮した経営手法。「社会的な課題に対
して企業がどのように対応するか」を重視する。

　学生の発案により目に見える形でこれらの変化が実現し、学校運営を
する立場としても嬉しい限りです。また、ＳＤＧｓの推進により、学生
の意識や行動に目に見えない変化も見られます。一例として、学生が視
覚障がい者を高田馬場駅から目的地まで案内し、後で学校に感謝の電話
をいただいたことがありました。「平等で暮らしやすい社会に」という
観点や、「自分ができることをやっていくことで人にも優しくなれる」
という行動力は、ホテルの仕事にも通じることです。
　国際ホテル専門学校は、学生・講師・スタッフが協力して、今後もＳ
ＤＧｓの達成に向けた活動を進めていきます。

１.マイボトル持参の推奨
２.専用ウォーターサーバーの設置
３.サスティナブルペットボトルを使用した自動販売機の導入
４.性別に関わらないパンツスーツの着用
５.寄付型自動販売機の導入（収益は東京ＹＭＣＡ国際協力募金へ）

　２０２１年の春。コロナウイルスの影響で都内はロックダウン状態とな
り、ホテル学校の授業も、専門学校のカリキュラム上重要な位置づけと
なるインターンシップも実施できない状況に追い込まれました。何か補
填するための特別講義を検討する中で、スタッフから「ＳＤＧｓ」につ
いて学ぶ機会を学生たちに設けてはどうかという提案がありました。
　そこで、知人から中小企業にＥＳＧ経営（※１）を啓発しているコン
サルタントを紹介いただき、「ＳＤＧｓ理解講座」開講の運びとなりま
した。今はスタッフが主導して、学生たちと一緒に考える講義形式とな
っています。ホテルの専門学校らしく、どこのホテルがどのような取り
組みをしているかを調べることから始まり、各々の学生が日常の生活の
中で、そして学校生活の中で、サスティナブルな「環境」や「社会」に
ついて考える機会となっています。
　今年で４年目を迎える「ＳＤＧｓ理解講座」ですが、開始以来、学内
でいくつかの変化が起きました。

「ＳＤＧｓ理解講座」の教材として
使用している「デライト式　ＳＤＧ
ｓ・ＥＳＧ経営カード」

ＳＤＧｓ委員会に
よる校内掲示物

ＳＤＧｓ理解講座の中で、ホテ
ルのＳＤＧｓに関する取り組み
を調べ、報告書を作成して校内
の廊下に貼り出している

マイボトルに給水するために設置された専用ウォーターサーバー

校内のさまざまな場所に貼られ、学生
の気づきを促すＳＤＧｓカード

東京ＹＭＣＡ国際協力募金に
寄付される自動販売機

～～ＹＭＣＡＹＭＣＡ××ＳＳＤＤＧＧｓｓ～～身近なことから身近なことから
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「International Youth Peace Seminar 2024」に参加

　 ８月４日（日）～８日（木）、東京ＹＭＣＡ高等学院の生徒６人と広島ＹＭＣＡ
の国際プログラム「インターナショナルユースピースセミナー２０２４」に参加しま
した。このプログラムには、全国のＹＭＣＡおよび海外３カ国から集まった２８人
のユースとリーダー、スタッフなど、総勢５０人が参加しました。
　テーマは－「絆」ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ－で、さまざまな方向から平和について考
え、仲間同士の距離を縮めていきました。最初は英語が苦手なメンバーが仲間に通
訳してもらっていましたが、そのうち単語だけで自分の意思を伝えたり携帯アプリ
を駆使するようになり、緊張で張り詰めていた空気がどんどん笑い声に変わりまし
た。グループに分かれてのディスカッションのテーマは難しく感じられましたが、
言葉の壁を乗り越え真剣な表情で取り組んでいました。最終日の発表は、グループ
ごとに工夫して歌や紙芝居、劇などの形式で自分たちの考えや成果を表現しました。
　期間中、他の参加者との交流を通じて新しい絆を作ることができた一方で、高等
学院６人の絆もとても深まり、日常の学校生活に戻っても以前とは違う表情を見せ
てくれています。
　その生徒たちからの感想をお伝えしたいと思います。

○ 多国籍の人たちと話すことに初めは緊張していましたが、想像していたより苦で
はなく、楽しく過ごせました。原爆ドームや資料館、被爆者の証言を体験し、平
和について話し合うことで、改めて戦争の恐ろしさを知ることができ、いつか世
界中の人たちが平等にそして平和に過ごせる日がきますようにと感じることがで
きました。（みー）

○ ５日間でいろいろな体験をし、平和について考えました。その中でも、グループ
ワークで「戦争はお互いの倫理感のぶつけ合いなのかもね」と話していたことが
印象に残りました。（しーちゃん）

○ 平和記念式典に参列できたことは、私の人生にとって本当に意義があったと思い
ます。被爆者のお話を聞いたり平和についてのグループワークをしたりすること
も、平和について考える良い機会になりました。（りお）

 （高等学院　吉岡由見子）

◀「原爆の子の像」で全国から集まった千羽鶴を
　献納した

▲各グループの発表

全員がゴール！言葉の壁を越えた友情も育む
　「ＹＭＣＡキッズワールドカップ」は、アジア各地のＹＭＣＡの子ど
もたちがソウルＹＭＣＡのユースセンターに集結し、サッカーを通して
交流を深める大会です。施設は、宿泊施設の目の前にある人工芝のサッ
カー場に加え、ジム、プール、遊具、トランポリン、乗馬マシンまで揃
っていて、サッカー少年には最高の環境です。
　大会は２日にわたって行われました。日本からは東京ＹＭＣＡと名古
屋ＹＭＣＡの合同低学年チーム、東京ＹＭＣＡの高学年チームが参加し
ました。即席チームのため、初日はまだ呼吸が合わないこともありまし
たが、試合を重ねるごとに少しずつチームとして連携が取れるようにな
りました。試合に出ていない選手もチームメイトを大声で応援して、試
合毎に団結力が強くなっていきました。そのチームワークのおかげで、２

日間を通して全員がゴールを決め
ることができました。全員ゴール
まであと一人となった時、チーム
が一つになって応援し、ゴールを
決めた時には全員で喜びました。
結果は、低学年合同チームが準優
勝、高学年チームが３位でしたが、
結果だけではない、もっと大切な

ものを学ぶことができたように思
います。
　また、ソウル、台北、香港のチ
ームとも親睦を深め、他の国から
ドリンクの差し入れがあったり、
写真撮影に誘われたりと、言葉の
壁を越えた友情が生まれていまし
た。別れる時、熱いハグを交わし
ながら涙を流しているところを見て、私も目頭が熱くなりました。この
大会に参加しなければ味わうことができない体験でした。
　子どもだけで渡航し、異国の文化に触れ、他国の子どもたちと交流す
るという体験は、このプログラムだからこそできることです。子どもは
大人が想像するよりも逞しく、親元を離れても自ら頑張る底力を見せて
くれました。５日間を通して全員がひと回り大きく成長できたと感じ、
「可愛い子には旅をさせよ」とはこの事だなと思います。
　弱音を吐かず全力で走り抜け、保護者と再会した時の第一声が「絶対
来年も行く！」だった子どもたち。来年こそは優勝を目指して、たくさ
んの子どもたちに参加していただけることを期待しています。 
 （TYIS　奥　和子）

チーム全員で戦い、
ファインプレーも続出した

言葉の壁を越えて友情を育んだ仲間たち
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